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§１１ ２点間の距離 

Ｈ１１.１
(1) A (1, 3)から B (4, 7)までの移動は、
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なので、ピタゴラスの定理より、
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また、ABの傾きは、
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(2) A ( 3,1)から B (1, 5)までの移動は、

1 ( 3) 4
AB

5 1 6

    
    

     



なので、
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また、ABの傾きは、
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(3) A ( , )a c から B ( , )b d までの移動は、
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なので、
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また、a b より 0b a  に注意して、

ABの傾きは、
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Ｈ１１.２
Dを原点とし、直線 DCに沿って x軸を、それに垂直に y軸を設定する。
A, Cの座標をそれぞれ、
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とおく。

辺 ABは辺 OCと平行で長さが等しい、つまり Aから Bへの

移動は Oから Cへの移動
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と一致するから、Bの座標は
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このとき、4辺の長さの 2乗の和は、
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となる。一方、対角線の長さの 2乗の和は、
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となる。したがって、
2 2 2 2 2 2AB BC CD DA AC BD    

が成り立つことが示された。
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Ｈ１１.３
Bを原点とし、直線 BCに沿って x軸を、それに垂直に y軸を設定する。
Aの座標を
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とおく。AB AC より、Aから BC x軸に下ろした垂線の足 ( ,0)a は BCの中点と一致す
るから、Cの座標はC(2 ,0)a となる。

ABの傾きは
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y切片を g とおくと、直線 CDの式は
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よって、直線 CDの式は
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一方、直線 ABの式は
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だから、①, ②より、Dの x座標を求めると、
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②に代入して、Dの y座標は
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したがって、D, Eの座標は、それぞれ
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となる。
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したがって、
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となり、これは 2AB と等しい。したがって、
2 2 2AB AE DE 

が成り立つことが示された。


